
歴
史
に
深
く
学
び
、
つ
よ
く
大
き
な
党
を―

―

『日
本
共
産
党
の
百
年
』を
語
る 

 
 
 
 
 
―
―

党
創
立
１
０
１
周
年
記
念
講
演
（
レ
ジ
メ
） 

日
本
共
産
党
幹
部
会
委
員
長 

志
位 

和
夫 

  

生
き
た
攻
防
と
成
長
の
プ
ロ
セ
ス―

―

「
た
た
か
い
の
弁
証
法
」
を
明
ら
か
に 

 

一
、
戦
前
の
不
屈
の
活
動―

―

迫
害
や
弾
圧
に
抗
し
て
の
、
成
長
と
発
展
の
た
め
の
努
力 

 

党
創
立
と
初
期
の
活
動
（
一
九
二
二
～
二
七
年
） 

 

・「
綱
領
草
案
」―

―

掲
げ
た
項
目
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
後
、
日
本
国
憲
法
の
も
と
で
実
現
し
た 

 

・
二
三
年
の
弾
圧
、
党
再
建
と
本
格
的
な
前
進
、「
無
産
者
新
聞
」
の
輝
か
し
い
歴
史 

〝
こ
こ
に
日
本
共
産
党
あ
り
〟
の
旗
を
掲
げ
て
（
一
九
二
七
～
三
五
年
） 

 

・「
二
七
年
テ
ー
ゼ
」、「
赤
旗
」
の
発
刊
、
二
八
年
二
月
の
総
選
挙
の
た
た
か
い 

 

・
二
八
年
、
二
九
年
の
大
弾
圧
、
党
中
央
の
再
建
と
侵
略
戦
争
反
対
の
た
た
か
い 

・「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
共
産
党
の
関
係
に
つ
い
て 

 

・
二
度
の
大
弾
圧
を
へ
た
三
〇
年
代
初
頭
の
時
期
に
、
日
本
共
産
党
の
影
響
力
は
戦
前
で
最
大
に 

 

・
日
本
共
産
党
に
参
加
し
た
女
性
た
ち
の
不
屈
の
青
春―

―

飯
島
喜
美
の
た
た
か
い
に
ふ
れ
て 

次
の
時
代
を
準
備
す
る
不
屈
の
た
た
か
い
（
一
九
三
五
～
四
五
年
） 

 

・
残
虐
さ
を
増
し
た
弾
圧―

―

党
の
闘
い
は
不
屈
に
続
け
ら
れ
た 

 

・
宮
本
顕
治
・
宮
本
百
合
子
の
「
十
二
年
」
と
、
敗
戦
直
後
の
『
歌
声
よ
、
お
こ
れ
』
の
呼
び
か
け 

 

二
、
戦
後
の
十
数
年―

―

「
大
き
な
悲
劇
を
未
来
へ
の
光
あ
る
序
曲
に
転
じ
」
た
開
拓
と
苦
闘 

 

敗
戦
後
、
党
が
果
た
し
た
積
極
的
役
割
と
弱
点
に
つ
い
て 

 

・
日
本
国
憲
法
に
「
国
民
主
権
」
を
明
記
し
、「
日
本
の
完
全
な
独
立
」
の
旗
を
敢
然
と
掲
げ
る 

 

・
占
領
軍
に
よ
る
日
本
共
産
党
撃
滅
作
戦
と
、
当
時
の
党
が
抱
え
て
い
た
弱
点 

ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
無
法
な
干
渉
と
「
五
〇
年
問
題
」 

 

・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
弾
圧
を
利
用
し
、
党
の
分
裂
を
強
行
す
る
一
大
暴
挙
が
行
わ
れ
た 

 

・
ス
タ
ー
リ
ン
の
干
渉
の
真
の
狙
い
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か―

―

『
百
年
』
史
の
新
し
い
記
述 

「
六
全
協
」
か
ら
第
七
回
大
会
、
第
八
回
大
会
ま
で―

―

苦
闘
を
へ
て
つ
か
ん
だ
未
来
あ
る
路
線 

・
惨
憺
た
る
現
実
か
ら
出
発
し
て
未
来
あ
る
進
路
を
見
つ
け
だ
す
、
文
字
通
り
の
開
拓
の
時
期 

 

・「
党
史
上
の
き
わ
め
て
重
要
な
時
期
」―

―

危
機
と
混
沌
か
ら
未
来
あ
る
路
線
が 

 

・
六
一
年
綱
領
確
立
へ―

―

徹
底
し
た
民
主
的
討
論
、
歴
史
的
闘
争
、
党
勢
倍
加
を
へ
て 

   



三
、
綱
領
路
線
の
確
立
以
後
（
一
）―

―

一
九
六
〇
～
七
〇
年
代 

 
綱
領
路
線
に
も
と
づ
く
各
分
野
で
の
開
拓
的
な
努
力 

 

・
革
新
勢
力
の
共
同
行
動
と
革
新
都
政
の
誕
生
、
政
策
活
動
と
住
民
運
動
の
発
展 

 

・
ソ
連
核
実
験
に
対
す
る
対
応
の
誤
り
と
、「
核
抑
止
力
」
論
批
判
に
至
る
過
程
を
明
ら
か
に 

二
つ
の
覇
権
主
義
に
よ
る
干
渉―

―

「
打
ち
破
っ
た
だ
け
で
な
く
、
よ
り
強
く
な
っ
て
現
れ
た
」 

・
イ
タ
リ
ア
有
力
紙
の
記
者
時
代
に
各
国
共
産
党
を
担
当
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
評
価 

 

・
無
法
な
干
渉
と
た
た
か
い
、
自
ら
を
鍛
え
、
成
長
さ
せ
て
い
っ
た
「
た
た
か
い
の
弁
証
法
」 

日
本
共
産
党
の
「
第
一
の
躍
進
」
と
反
共
戦
略
と
の
た
た
か
い 

 

・
日
本
共
産
党
の
大
躍
進
は
、
日
本
の
政
界
を
一
変
さ
せ
た 

 

・
一
大
反
共
作
戦
と
、
そ
れ
を
打
ち
破
り
、
成
長
・
発
展
を
か
ち
と
っ
た
全
党
の
奮
闘 

 

四
、
綱
領
路
線
の
確
立
以
後
（
二
）―

―

一
九
八
〇
～
九
〇
年
代 

 

第
一
の
試
練―

―

日
本
共
産
党
を
の
ぞ
く
「
オ
ー
ル
与
党
」
体
制
と
の
た
た
か
い 

 

・「
無
党
派
の
人
々
と
の
共
同
」―

―

革
新
懇
運
動
の
四
二
年
間
の
か
け
が
え
な
い
役
割 

 

・
新
自
由
主
義
、
軍
事
同
盟
強
化
、
消
費
税
導
入―

―

「
地
殻
変
動
」
か
と
い
わ
れ
た
一
大
激
動
が 

第
二
の
試
練―

―

東
欧
・
ソ
連
崩
壊
を
利
用
し
た
「
社
会
主
義
崩
壊
」
論
と
の
た
た
か
い 

 

・
第
一
九
回
大
会
、
第
二
〇
回
大
会
で
の
旧
ソ
連
社
会
論
の
解
明 

 

・
ソ
連
共
産
党
解
体
を
歓
迎
し
、
未
来
へ
の
大
局
的
展
望
を
語
っ
た
、
世
界
で
唯
一
の
党 

第
三
の
試
練―

―

「
自
民
か
、
非
自
民
か
」
の
反
共
作
戦
と
、
日
本
共
産
党
の
「
第
二
の
躍
進
」 

 

・「
非
自
民
政
権
」
か
ら
「
自
社
さ
政
権
」
へ―

―

バ
ブ
ル
経
済
破
綻
の
矛
盾
が
噴
き
出
す 

 

・
三
つ
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
か
ち
と
っ
た
「
第
二
の
躍
進
」―

―

党
建
設
で
の
反
省
点
も 

 

五
、
綱
領
路
線
の
確
立
以
後
（
三
）―

―

二
〇
〇
〇
年
代
～
今
日 

 

〝
試
練
の
一
二
年
間
〟
に
全
党
が
と
り
く
ん
だ
成
長
と
発
展
の
た
め
の
努
力 

・
全
党
の
英
知
を
総
結
集
し
、
党
綱
領
と
規
約
を
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
へ
と
改
定
し
た 

 

・
〝
国
民
の
苦
難
軽
減
〟
と
い
う
立
党
の
精
神
に
立
っ
た
取
り
組
み
を
う
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
進
め
る 

 

・
自
公
政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
を
国
民
と
と
も
に
探
求
す
る
、
と
い
う
姿
勢
で
奮
闘
す
る 

 

・
新
し
い
方
針
の
も
と
、
野
党
外
交
の
本
格
的
発
展
に
と
り
く
む 

 

・
国
政
選
挙
の
た
び
ご
と
に
、
内
外
の
声
に
学
ん
で
掘
り
下
げ
た
総
括
を
行
い
、
改
革
の
努
力
を
続
け
た 

日
本
共
産
党
の
「
第
三
の
躍
進
」
と
、
〝
共
闘
の
八
年
間
〟 

 

・「
第
三
の
躍
進
」―

―

〝
試
練
の
一
二
年
間
〟
に
全
党
が
お
こ
な
っ
た
不
屈
の
奮
闘
の
結
果 

 

・
〝
共
闘
の
八
年
間
〟
を
踏
ま
え
て
三
つ
の
点
を
訴
え
る 

 

む
す
び―

―

新
た
な
百
年
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
あ
な
た
も
日
本
共
産
党
に 


